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研究成果の概要 

気象モデルでは、モデル解像されない乱流プロセスはパラメタリゼーションによって、その輸送の効

果のみが導入されている。汎用されるパラメタリゼーション手法のひとつである Mello-Yamada-

Nakanishi-Niino(MYNN)モデルは、もともといくつかの強度の安定・不安定成層時のケースの大気境界

層のラージ・エディ・シミュレーション（LES）を参照しながら設計されている。過去に行われた LES

より、広い領域かつ高い解像度をもつ大規模な LESを富岳などの大型計算機を活用して実施した。この

LESデータを参照して、MYNNモデルの再設計に着手した。過去の LESとは、鉛直解像度が必要となる接

地境界層に大きな違いがあり、MYNN モデルにおいて、乱流強度や輸送の診断を決定づける乱流長さス

ケールの定式化を見直し、それに伴いモデル定数も調整する必要性を明らかになった。このような変更

を施した MYNNモデル実装した場合に、鉛直１次元の計算においてパラメタリゼーションの振る舞いを

簡便に評価できるテスト環境を構築した。設計と、鉛直１次元のテスト環境における評価のプロセスを

繰り返しながら、従来の MYNNモデルに対して行うべき変更を提案した。その他に、今後極端気象事例

の調査において利用できる台風の超高解像度計算や線状降水帯の多数事例わたる計算結果の詳細な解

析を行った。 
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